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　プルーズトに於ては（現在）と呼ばれる時間の座標は無い。現在は未来の後を連綿として追つてくる過
考の一部，過去の最先端，最新の部分として把えられる。人間に許された時間は未来と過去だけである。
そしてその未来を我々の（想像）が決定し，その過去を（記憶）が決定する。なぜなら，我々が或る行動
を選択する時，（多数の可能性の中から一つ4）行為，一つの行動…・・つまり一つの生き方を選びとつてゆ
’くことが積もり積もって，我々の生涯を形成することになるのだが）その時の我々は，その各種の可能性
の内容を想像によって比較検討しているのである。一方また記憶は，我々の経てきた雑多な過去の中から
我々の自我の筋にかけられて残ったものだけを真の過去として保存し，或は他日，無意識の画想として甦
らすべく一時眠らせて澄き，他は全て忘却に委ね，無に帰してしまうのである。
　そしてこれらの場合，記億は想像を方向づけるであろうし，想像は記憶を修正し変形するであろう。
「経験によってものを判断する」というのはこのことである。なぜなら，判断するものは想像であり，経
験とは過去の記憶であるから訪塗してまた一方・過去は日々変形されてゆき・当初のものとは似ても似つ
かぬものになってゆく。っまb我々の全生涯を構成しているものは，決して現実（歴史のような現実）が
．与える生の条件，生のパ’タ　一・ンではなく，それらが一旦自分の中に投影されて漉過された後，新らたに生
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じてくる内的な心像に他ならない。たとえ，あの天啓的な無意識回想の至福の瞬間に，真の現実があbの
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ままの姿で把えられたとしても，それはその現実から遙かに隔？た別の現実の中に於てであって，現実が
把えられた瞬間にはその現実は既に過去のものとな？ている。そして無意識回想によ？て把えられるのは，
過去に裏づけられた現在であるよりもむしろ，現在に裏づけられた過去なのである。あくまでもそれは
（回想）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
　かくして，プルーヌトにとっでは心像こそが信じられる唯一絶対のものとなる。そしてこれが文体の中
に適用されて比喩が生まれる。
　比喩文節は，本文に拘束されることなく，本文にいま現在述べられている世界や状況や時間などに関係
なぐ，全く別種の世界（小世界）を任意に挿入することが出来，そうすることによ2て読老の心に幾っか
の心像を自由に，次々と投影することが出来る。そして，プルーズトの現実がプルーストを通じて心像を
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生んだのが，今度は逆に，プ・レーXトの心像が読者を通じて読者自身の現実を形成する。心像を仲介とし
て，ブルーストの現実が読者の現実となる。
　このよう．な，心理的効果が特に著しく表われている比喩にっいて調べて見る。　（比喉の心理的効果一
無論，全ての比喩がこのような効果をもっている訳ではない。そもそも比喩の本来目的とするところのも
のは・一つには説明的効果・即ち（理解しにくい状態を，最も平易簡潔に直観化して表現すること〔シヨ
ーペンハウエル：Parerga　und　Paralipomenaj」），もう一つは（事物に共通の類似した特性
を把握すること〔アリxトテレス：RhetoricaJ）則ち抽象効果である。そしてプルーズトの比喩の
中にも当然，その類の比喩が多く見受けられるのであるけれども，今回はそれらを省略する。）
　一っの対象に一っの比較名辞が対応しているか或は，数個の比較名辞が連続して対応していてもそれら
が結局はただ一っの心像を彷彿させている比喩がある。これを仮り　va統一一一心像比喩と呼ぼう。
　例えば（失なわれた時を求めて）第一巻，（コンブレ）の章の後半，ゲルマントの方やメゼグリーズへ
『鰍歩について語られている個Fr・・VC，様・な花の姿が描写されているが，ここに統一心像比喩の鯉的な
形が見られる。それらの心像の幾つかを採．集してみると・…・
　に於いあらせいとうは皮細工。
　（va　｝いあらせいとうは，コルドヴア古轍皮の槌せた，パラ色の香も高い新しい財布をひらいていた
　（Swann・　1。　P・191））
　ひなげしは港の風景。
（一本のひなげしが，その綱具の端，その～由じみた黒い浮標の上で，赤い信号厩風のまvaavaひら
　ひらさせているのを見ると・ちようど低地で船大工の修理している坐洲した小舟の初めての姿を眼に
　して・未だ見もしないのに「海だ！」と叫ぶ旅人のように私の心は躍るのであった（SWann．1．
　P・t89））
　いばちは百姓娘。
　（二。三週間もすればそよ風にも散る無地絹の赤い胴着をっけ，陽を浴びながらこの同じ田舎道を辿
　ってゆくあのいばらの花は・何と素朴で百姓じみていることだろう（Swann．1．P．188））
つついて現われるのはさんざしの花であるが，このさんざしの比喩は複雑な心像効果を秘めている。
我々はまず．聖母月の教会の祭壇を飾っているさんざしを見る。
（その櫛には眼もさめる白嗜の束が，まるで花嫁の裳裾の上さながら惜しげもなく撒かれている，
あの葉叢の花飾りで飾られていた。・←・・・祭壇のずつと上の方には一無頓着な風情であちらこち
らにさんざしの花冠が開き浸れ鰍空を流れてゆく蝋の糸みたh・va繊続聴の束＿それらの
花冠をす？かb煙らせている雄蕗の束を，ちようと仕上げにつける目立たぬ装身具のように，全く無
造作につけていたので・それらの花冠を眼で追いながら，心のうちで’，それらの咲き染める様を真似
ようとしながら私は・それらが宛も・心も空の，だが澄刺たる白衣の乙女が，媚び塗含んだ眼差し，，
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　細くした瞳に会って思わずもっと面を動かした科ででもあるかのように思い描くのだった（Swann．’
　1．　PP．454－155）　）
　ここに表われているさんざしは，’浄らかな乙女，慎ましやかに正装して，内気ながらも誇りかな乙女の姿
に描かれている。（蜘蛛の糸）は一見，統一心像を破る異分子のようであるけれども，原文の（fils
de　lavierge）を直訳すれば（聖処女の糸）であり，やはり乙女のイマージュを外れていない。
　主人公マルセルは，この時初めて，さんざしを好きになるのであるが，ちょうどこの時，花に見惚れて
いる彼の傍へ，ヴァントゥィユ氏がその令嬢を伴って登場してくる。後にあれほどマルセルを悩ませるこ
とになるこの令嬢アルペルチーヌとの最初の出会いである。
　そして，マルセルが祭壇に脆いた時，彼はさんざしから巴旦杏の匂いのような，甘くて苦い香りが漂っ
ていることに気づく。彼は花の上va’一一’eq目立つブロンドの小さな斑点を見っげる。この匂いはきっとこの
点々の下に隠されているに相違ないと想像する。ちょうど（ヴァントゥィユ嬢の雀斑の下に彼女の頬の情
味が隠されているように（P。163））一ここで初めてさんざしとアルペルチーヌとの観念連合が表
明された訳であるが，今見たとうり，先立っ頁で，さんざしが乙女に結びつけられていたことは，アルペ
ルチーヌ．なるこの乙女が，さり気なく，初めはその名さえ知られずに登場してくる為の何気ない序曲を成
しているのである。この最初のアルペルチーヌは，少年マルセルにと？て全ての少女がそうであったよう
に，浄らかで愛らしい野の花のさんざしであった。が，それはたちまち変容して，強勲な神秘の香りと秘
密を宿して，ほとんど永遠に相容れることのない両性の対立抗争といったものを象徴する運命の花になる
であろう。実際，この（ヴァントゥィユ嬢の雀斑の下に。…。）という一節，神秘と神聖さに満ちた祭壇
の前で，純白のさんざしの中にふと性の匂いの秘密を見出す一節，そしてずっと後に知ることになるアル
ペルチーヌの頬の接吻の味わいと結ばれているこの一節を境に，文中の心像は一変してなまなましいもの
になってゆく。
　（さんざしは声もなくじっとしているのに，この時折り起る情熱の香りは，その強烈な生命の囁きと
　も思われた。こうしてこの生命の為に祭壇は，宛も覆刺たる触角の訪れを受ける田舎の生簾のように
　打ち顛え，そして私は，今は花に変身した昆虫の活力，劇しい力を蔵してでもいるらしい殆んど茶
　色の雄藷を眼にしては，こうした濃刺たる触角に想いを走せるのであつた。　（PP・156　一一　157））
　さんざしの心像は転調され，いまやマルセルの眼はさんざしの緑の葉や白い花びらを離れて，昆虫の触
角を想わせるその雄蕗の方へと専ら向けられている。先きには（目立たぬ装身具）と見えた雄蕗の方へで
ある。
　即ちこの個所全体を通じては，先ずさんざしがアルペルチーヌの登場を予告し，そのアルペルチーヌが
読者の前に現われると，今度はさんざしのテーマの変奏が始まb，それによって未来のアルペルチーヌが
暗示されるという構成がとられている。
　さて一方，散歩の途中，スワン家の近くの小径に匂つているさんざしは，今度は概ね，礼拝堂のイマ・一
ジ，．va統一されているのが見られる。
　（小径はさんざしがぷんぷん匂？ていた。生簾は・まるで休憩祭壇のように積み重ねられたさんざしの
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　散香の下に隠れている，一連の礼拝堂にも似たものを形づくっていた。陽はその下に，ちょうど色絵
　の硝子窓を通って射してきたかのように，地上に光の市松模様を染めていた。さんざしの匂いは聖母
　の祭壇の前にいるかと思えるほど，しっとりと散らばらずに匂っていた。同じように飾られた花々は
銘・沁腔の様子で，雌の輝く束や・ランボ・・ヤン式のきらめぐ繊細な脈を差し出しセいた。
　それはちょうど教会堂の内陣桟敷の欄干や，色絵硝子の窓の中櫃に透し細工を施し，萄の花の肌色の
　白さに咲き出でている花そっくりであった。　（Swann．1．　P．188））
　註　フランボワイヤン様式罰5～6世紀頃フランズの教会建築に流行したゴシ・クの一様式。繊細
　　な石の透し彫りを特色とする。
　マルセルが二度目に見るこのさんざしは，彼が初めてさんざしを好きになったあの最初のさんざしの姿
を・無意識のうちに彼の心に換起させているのが判る。最初のさんざしとそれを見た場所との観念連合に
よつて，この二度目のさんざしは教会堂の心像に結びっいてゆくのである。
　ある（名）によ2て我々の中に生じる心像は，その名の実体に関する我々の最も代表的な経験，外的内
的とを問わず，最も印象的な経験の記憶と密接な関係にあることは，我々の日常の体験が教えている事実
である。C・ブロンデルはこれを次のように説明している。
（三角形という齢は，決つて私に，赤鼻の老教授や，アルヴ・・の見すぼらし縮屋などを思い出さ
せる。　（この個人的，内的な観念の通路を感情関係と呼ぶ。）この感情関係は，普遍的観念を不随意の記
憶に結びつけるものであり，個人意識の生きた現実の力では，この感情関係と不随意の記憶とは一体とな
つやる（Ch・・1・・Bl・nd・1：L・P・y・h・graphi・d・Mar・e1　P・・u・t））
　要するにこのさんざしと礼拝堂との結合は，このような心理的必然性に基いて，恐らくは無意識的に採
用された比喩なのである。そして一方から云うと，このように同じさんざしが，求る時は乙女に，或る時
は昆虫に・又或る時は礼拝堂にと姿を変えるのは，それを観る者の眼一と云うより，それを観る者の精
神状態が変化している為である。比喩はその人の性格を表わすのはもとより，その心理状態，或ほその思
考の方向をも暗示するのである。これを逆に利用すれば，比喩を変えることにょって人物の内的変化を暗
示することが可能である。　（漠然と恋を夢みていた時のマルセル・ヴァントゥィユ嬢を目の当りにした時
のマルセル，そして未だ見ぬジルペルトを想いっっ彼女の屋敷の傍を歩む時のマルセル，この三様のマル
セルの心が同一のものであるはずはないのである。）
　このさんざしを続る三つの比喩は，それぞれが花の姿を浮き彫りにする一方，上に述べた如き少年マル
セルの心理の経緯を浮き彫りにしているのである。
　統一心像比喩の最も目ざましい例は，有名なフェードル観劇の場面である。延々と約こ頁に互る比喩の
全体は・海の底の神話的な世界のイマージュに集中されている。繰b返し繰り返し現われる海の心像は，
さながら波の揺いに似ている。画家が同色系統の色彩のみを選んで画面を仕上げることにょつて，一つの
心的雰囲気を構成する技法を想わせる。全文を引用することは差し控えるが，（神々・泡立っ。潮のうね
り’°水の女神達。岸辺。深淵。水神。海草・波・海の精。水面。珊瑚礁。海に咲く花。錫翠の巣。貝殼。
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真珠。海のモザイク）などという言葉が巧みにちりばめられている。
　この海の比喩の効果は何んであろうか？それは（神秘）の複合色をこしらえる為である。この害，マル
セルは初めてラ・ペルマの至芸に心うたれるのであるが，それはこれより少し後の頁で述べられるのであ’
って，今，彼の心を最も強くとらえているのはゲルマント大公妃のことである。神々のように男1世界に住
んでいて，ほとんどその（名）によってのみ知られるばかりの大公妃，（その生活を注ぎこんでいるその
別荘とかその劇場の特別席は，私にはこの人の住居と同じ位に，お伽話のような場所（Guermantes．
1．P41））と思われ，その生活のうわさ話を耳にすることがあっても（それは結局は神秘の様相を変
えるというのみで，この女性の神秘そのものから何一つはっきり現われるものはなく，囲にっっまれ，花
瓶に閉ざされ，全ての人々の生活の波の間をあちこち漂ってし（るにすぎない（Ibid．　P．42））
そのようなゲルマント夫人が（想像を超えた生活の一瞬を過しているところを（Ibid．　P．42））見
ることが出来るという期待でマルセルの心は一杯になっている。そういうゲルマント夫人が現に臨席して
いるオペラ座，今やゲルマント夫人の伝説的な生活圏に含まれることになったこのオペラ座の桟敷は，神
々のさんざめく深海の底のような神秘な夢幻の光景を帯びてマルセルの眼に映るのである。
　もう一つ注意すべきことは，しばしば指摘されるように，文がいよいよ比喩の世界に入ってゆくに先立
って，来るぺきその世界を予告するかのような断片的描写や，それとない単語などを周到に伏せ込んでte
く技法である。ここでも桟敷（baignoire：水槽という意味も含んでいる）という語に初まり，（貝
殻の中でバラ色がかった真珠母の艶を帯びた貝に挾まれたように（Ibjd．　P．42））。（その廊下は
湿っぼく，ひびが入っていて，海底の洞穴，水中に住む水の精の神秘な王国へ導くような気がした蟻
（Ibid．　P．45））・（まるで水面に消える泡のように（Ibid．　P．45））などという前奏が，
遙か手前から何気なく繰り返されているのが見られる。
　統一心像の効果は（変身）に近い。一つのものがその（名）を捨てて，他の（名）に移bかわるのであ
る。それにっいては，この物話の登場人物の一人，画家エルスチールの絵が説明してくれる。彼の作品の
中にマルセルが認めたものは，（それらの絵の一つ一つの魅力が，表現された事物の一種のメタモルフオ
ーズにあるということであって，これは詩ではメSフォール（比喩）と呼ばれているものに似ているのだ
が，父なる神が物に名を与えることによってそれを創造したとすれ破，エルスチールは物からその名を取
り去り，或は物に別の名を与えることによって，それを再創造しているのだった。物を示す名は常に我々
の真の印象とは無縁な，理智の概念に呼応するのであって，理智はその概念に一致しないものを全て我々
の印象から消し去つ（しまう（Jeunes　Filles・LP・98））。従？てエルスチールの絵は，
（小さい町を描く為には海に関する名辞しか用いず，海を描く為には町に関する名辞しか用いないで，
（lbjd．　P．98））描かれている。同様にプルーズト自身も，オペラ座を描く為に海に関する名辞し
か用いなかった。それは（風変わりであっても真実なのであつて，その為にその影像は我々の心を二重に
把える。なぜならそれは我々を驚かせ，我々を習慣から離脱せしめ，また同時に或る印象を換起しながら，
我々を自己に立ち帰らせる（Ibid．’P．102）》からである。
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　以上述べた統一心像比喩に対して，複合心像比喩がある。一つの事物に次々と幾っかの異った心像が対
応するもので，これは心像のモザイク，或は心像のモンタージュとも云うべき効果をもっている。統一心
像比喩を変身と呼ぶ左ら，それは静的う絵画的であるのに対して，複合心豫比喩は，次々に投影される心
像の流れ，その変遷やハーモニーが問題であって，それはむしろ動的であり音楽的である。
　医師ベルズピエの馬車に乗って，コンブレの野面を風のように疾走している時，マルタンヴィルとヴィ
”ヴィックの三つの鐘楼は，それを見る角度や距離によって様々に姿を変えてゆき，先ず（野原に降bて
動かぬ三羽の鳥のように（Swann．冒k　P244）），次いで（空に描かれた三本の花のように（Ibid．
P・245）），そして（荘野に棄てられた伝説の三人の乙女（Ibid．　P．245））のように見える。一
見・同じような比喩の繰り返しと思われるが，実は，話者の視点の動きと密接に呼応したイマージ、Pの選
択がなされていることが判かる。塔が遙か彼方にあって，それに向かつて馬車が近づいて行く時，それは
（動かぬ三羽の鳥）一近づけば驚いて飛び立つであろう鳥のイマージュである。事実t　一一行が塔の真下
の街角を曲がpた時，塔は馬車の前へ（ぱ？ととび出す（Ibid．　P．244））のが見られる。走り続け
て再び遠ざかり，沈みゆく陽の光りの中に遙かに望まれる鐘楼は（空に描かれた花）一芝居の書割りの
背景のような絵，もはや動く可能性を失い，立体感も失つた，ただの絵となる。さらに遠ざかると最後に
（伝説中の乙女）のように，その実在感すら失った，ほとんど空想的な，或は記憶の中のみに存在するイ
マージュとなって消えてゆくのである。
　同様に，ヴィヴォンヌの流れに花咲いた睡蓮（Swann．1．P．228）は，（まるで機械で動かされ
る薩船みたいに）流れに押されながら，向う岸とこちらの岸の間を絶えず往復し続けている。それは（あ
る種の神経衰弱者）を連想させる。またそれは，ダンテが観たところの（あの奇異な苦患を背負つた不幸
’な人間の一人）にも似ている。
　一劾の休息も許されない睡蓮の往復運動を見つめるマルセルの眼は，先ず（機械仕掛け）のようなその
動きを形而下的な面に於て（渡船）と把えるカ㍉ややあって，その機械的動作の中に隠された生命，（神
経衰弱患者）のξうにゆがめられたその生命を見出だし，更に発展して，かの「神曲」の世界，永遠の宿
命の蛎に囚われた悲劇の姿にまで想いを走せてゆくgこの時，もはや睡蓮の花そのものの形は消え去っ
て｝ただ揺い止まぬその動きのみが描象的に残存している。このようにマルセルの心は，比喩を重ねるに
つれて・花の形象からその内面へ，同時に，対他の観察から対自の冥想へと次第に遡行してゆく。
　　「スワンの恋」の後半には，この複合心像比喩のイマージュの流れが，音楽の流れと，それを聴くスワ
ンの心の動きとに渾然と溶け合つた最も美しい例が見られるが，長文であるので割愛する。
　次に，心像のモザイクを想わせる複合心像比喩の一例を揚げる。
　レオニ叔母の薬湯をつくる菩提樹花一
　（干幹びた華は内側に曲って，思い思いに四っ目垣をつくり，まるで画家が最も装飾的に配置したか　t一
　のように・その四つ目垣の結び目には蒼白い花が付いている。葉は形が崩れたり変bたりして，ひど
くちぐはぐなもの・例え燭の透きとうっ趨・レ・テルの白膿側，バラの花弁と云つ娯合だっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1058一
1たが，こうしたものがちょうど巣をつくるときみたいに積み重ねられ・獅こなにされ・編み合わされ
てでもいるかのような具合だった。（……こうしたいろんな）細ごましたものは，ちょうど本を読んで
ゆくうちに知人の名に出会って驚くときみたいに（r’…）それが模造ではない（……ことを）知る
歓びを与えてくれた。　（…・・私は灰色の小さな球の中に（…・・）緑色の蕾を認めるのだった。しか
もとりわげ小さな金色のパラのように莞のさがっている，か弱い多くの董の中にその花を浮き出させ
ているパラ色の（……）輝きは　　ちょうど消えてしまった壁画の位置を今なお壁面に表わしている
微光のように，菩提樹の「色付きの部分」とそうでない部分とを分ける印なのだが　　その輝きは，
これらの花弁が薬袋を飾る前，春の幾夜を香らせたあの花弁であることを示していた。あの大蠣燭の
ような菩提樹の輝きは，やはりこれらの花の色なのである。だがその色は，花の今の生活，云わぱ花
の黄昏とも云うべき衰え果てた生活のうちで，半ば消えまどろんでいるのだ（Swann．1．　PP．
75－76）　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Le　dess6・h・m・nt　d・・tiges　1・s　avait　in・urv6es　en（A）u・
capricieux　七reillage　dans　les　entrelacs　duquel　（B）　s璽ouvrai－
　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aent　les　fleurs　pales，　（C）　comme　si　un　peintre　les　eut　arran願
　ン　　　　　　　　　＾gees，les・eu七　fait　poser　de　la　fagon　：La　plus　ornemen七ale・
Les　feuilles，ayan七　perdu　ou　charg6　1eur　aspec七，avaien七　（D）
i電air　des　chose＄　1es　plus　dispara七es，d，un・e　aile　七ranspar・ente
d・m・u・h・，d・ll・nv・r・blan・d・un・6tiqu・七七・，d・un　pe’七al・d・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノrose，mais　qui　eussen七　e七e　empilees，concassees　ou　trssees
・。mm・dan・la・・nfecti・n　d’un　nid・Mil1・p・七it’s　d6tails（…）
me　donnaien七，comme　un　livre　oU　on　s，emerveil：Le　de　rencontrer
l・ngm　d’…p…。nn・de　c。nna．issance　・　1・P1・i・i・de　c・mp・・n－・
d・・（＿）que　c’6t・i・n七n・n　d・s　d・ubl・s，（＿）j・rec・n・ai－
SSaiS　les　bOU七〇nS　Ver七S　（．。。）imaiS　SUr屯OUt　（E）　1蟹6Clat　rOSe
（＿）qui　faisait　se　d6七a・h・r　les　fleu・r－s　dans　la　f・rδ七
fragil・des　tig・s　qU・lles　6七・i・n七・u・P・ndu・・c・mm・d・
P・ti七・・r・Ses　dt。・　・ign・，・。mm・1・lu・ur　qui・6・bl・・n・・re
sur　une　muraill（亨　la　place　d’une　（F）　fresque　effac6e，de　la
diff6・・nce　entre　les　par七i・s　d・1’arb・・qui　avai・n七6t6・・n
（G）・・ul・ur　！t　e七celles　qui　n・1・avai・nt　pas　6七6　m・
m・・七rait　q・・（H）ces　p6七・1es　6七・i・nt　bi・n　ceu．y．1　qui　avant
d・fl・uri・le　sa・d・pharma・i・avai・n七・mbaum61es・Qi・・d・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’prin七emps。（工）　Ce七te　flamme　rose　de　（」）　cierge，c’e七ait　leur
c・ul・uF・．．・n・・r・，mai・ad・mi　6t・inte　e七ass。upie　dans℃e七te…v・ie・
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　diminu6e　qutξtait　la　leur”maintenant　et　Qui　es七　（K）　comme　le
　　（L）　cr6puscule　de＄　fleurs．
　動きはある。が，それはいままでの例のように一直線をなしたものではない。錯綜した曲線，渦巻，円
に近い。文意から見ると，ちょうど半ほどのmajs　surtout　1’6clat　rose……の前の〔；j
で二分され，前半は董や花や葉や蕾の有様，後半はとりわけて花の有様が描写されている。　（本来なら
po量ntで切っても差しっかえないこの文章をpojnt－virguleで続けている点に注意しよう。）
　心像の流れを見ると一まずtiges（董）が現われ，その董のあちこちにfleurs（花）が点点と
散らばって誇り，それらの周囲に無数のfeuilles（葉）がいろんな様子で（巣）をっくっており，そ
れらの間にちらほらboutons（蕾）が見える一のである。これは唐草模様を想わせないだろうか？
tigesから（A）：un　caprlcieux　trejllage　dans　les　entrelacsという比喩
のi疑が伸び出てお・り・（B）：duquel　stouvrajent　正es　fleurs．palesはduque1に
よって，その蔓の後端から少し戻ったところ（少し戻る：＝incUrveして戻るという感じ）treil．lage
に枝状に結びっき，そのfleursがまた（C）：comme　si　un
peintre～　1a　plus　ornementaleという長しa蔓を伸ば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cc、
している。〔図（1）参照」
また葉にっいては，aile（羽），6tiquette（レッテル），
ros6（バラ）と，一つ一っに眼を移しているかと思うと，それら全
、12SQ5’（巣）となって現われ，そうかと思うとまた再び（蕾）がぼっん
と現われる。星や花々をちbばめた唐草模様のどこか一点から，気の
むぐままに指で模様の線を撫ってゆくのはちょうどこんな感じではな
いだろうか。
　な澄（D）の1lairdes　choses　les　plus
の複合心像比喩を形成している訳だが，
‘A，
tiges
‘8⊃
Pt　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　djsparates～の個所は，これのみで一っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは（動き）は無い。むしろ（同時性）の観念が支配的であ
る。性質を異にする様々のものが同時に存在していると云うイマージ＝一である。心像の拡散効果とも云う
べきー 烽ﾌを目的とした比喩と考えられる。もっとも，複合心像比喩という名から常識的に先ずもって想像
されるめがこの効果であろう。が’，常識が予想する程には，プル。ストに於て，そのような例は多くない
ようである。
　さて，模様をたどってきた我々の指先は，切れるとも続くともない〔；〕を越えて比喩の後半に入る。
　（E）．の部分を見てみよう。
　　1冒6clat　ro＄e　（。．．）　qui　faisait　se　d6tacher　les　fleur・s　dans　．
　　　　　　Ala　fore七　fragile　des　七iges　oU　elles　（蓄fleurs）　6taien七　suspen－・
　dues　comme　de　peti七es　roses　d，or．．。．
イマ”t＝の動きはfleu・．s→tigesと進んで，また・ll・・（－f1・u・・）に帰る．Atcし
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ても唐草模様のいたずらである。先へ進んだっもりの指は，巡り巡ってふと気づくと再び初めの所へ戻っ
て来ている。また単語の並び方だけを見るならば
　　　rose　　　　fleurs　　　　tjges　　　　fleurs　　　　roses
となり，あたかもtiges（董）を中心に両側ヘシンメトリカルに
蔓が伸びひろがっているように見える。〔図（の参照j
　ところで116clat　roseは花のもっ色を指しているのである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了ose　　　　　　rOSe5から，ll6clat　rose＝fleurと記憶して次をたどってゆ
くと，（ll6clat　rose）は→（消えてしまった壁画の位
置を今な於壁面に現わしている微光のように》　→（またそれは
arbre（ここで再た全体のイマージュが現われる）を色付き（en
couleur）の部分とそうでない部分に分ける印（signe）なの　　　　　　　　　　　【ll　1
だが）　→それらは（H）：（ces　P6tales（＝fleur）　　　　　tigeS
が昔の花弁と同じであることを示す………）となって，やはb
　　　　fleur　　　・。ボ… @　→　　fleur　　　　　　　’曹
　と戻ってゆくQ
　また，（F）のfresque（壁画）というイマージュは（G）のcouleur（色粉というイマージュ
と響鳴し合っていることも見落してはならない。
更に・（1）のcett・fl・㎜・r・se　de　cierg・（こf1・u・）→（K）の・。mm・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le　crepuscule　des　fleurs　も同様の図形を描いているし，（J）のcierge（蝋燭）と　．
　　　　　　　　　　　　　　（L）のcr6puscule（黄昏）は，共に（光）のイマージュをもつことによって協和音の関係を保っ
ているのである。
』この菩提樹花の中に隠されたアラペズクは以上の如きものである。無論，我々読老がこの個所を読んで
直ちにこのような図形を把握することはないであろうし，プiv　一スト自身も，これを書き記すに当って，
このような綿密な設計図を引いていた訳ではないかも知れない。しかし偶然にしろ無意識にしろ，ここに
このような図形が潜んでいるどいう事実は，何気なくこの頁を読み過ぎる読者にも，その心像に何んらか
の効果をもたらすであろうことは疑えない。
　同様の例を，H。モリエはヴァレリーの中に発見している6有名な（紡ぐ女）の第四聯である。
　　　　Une　tige・o貢　le　vent　vagabond　se　repose，
　　　　Courbe　le　salut　vain　de　sa　grδce　6toil6e
　　　　D6diant　magnifigu・，au　vi・ux　r・u・t，・a　r・se
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．N．°v－，v’．・．．．1．－v
　　　放浪の風の吹き来て宿る　　幹は古風なる糸挽車に　　その薔薇を華やかに献げて
　　　星に似たる美の虚礼を送る。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　（鈴木　信太郎　　訳）
　この目的補語　rose（バラ）は明白な意図をもって文末に送b越されてtsb，さ左がら風にそよぐ長
い董の先端に，首うなだれて咲くパラの風情を想わせるというのである。　（Dictjonnaire　de
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　．Po6t董q・ue　et　de　Rhetorlque　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1〔〕61－一
　この他に興味深い比喩の形として，二重比喩が揚げられる。即ち，比喩の中にもう一つ比喩が派生して
いるもので，これは多くは無い。
　コンブレの衛戌部隊が演習（p為に町を通過した後，どの家の前にも
　（召使とか主人達までが腰を於うして醗めていて，ちょうど大きい潮の干いた後の浜辺に，クレープ
　や刺．繍のように残る藻や貝殼の笹縁さながら，気紛れな，くすんだ笹縁で戸口を縁どっていた
　（Swann．　1．　P．125）　）
　戸口を去りやらぬ召使や主人達は，浜に残された藻や貝殼に似ている。その藻や貝殻はクレ。プや荊繍
に似ている　　　‘という二つの比喩が重ねられている。即ちこの比喩の中には二っの別々の時間がある、、
戸口に居残る人々から浜の漂着物を連想する時と，その漂着物から布切れを連想する時の二つである。こ
の比喩を記すプルーストの有したこの二つの時は，これを読む我々にもそのまま乗り移る。結局は戸口の
人々が（藻や貝殼）と（クレープや刺繍）との両方に似ていることになるのだが，それがこのような重ね
られた構成をとって現われると，並列的な複合心像比喩の場合とは，その効果が違ってくる。
　二番目の比喩（子比喩）によって一番即）比喩（親比喩）が心理的強勢を受ける。なぜなら，子比喩の
イマージュを理解する為には，読者は必然的に親比喩のイマージュに立ち戻らねばならないからである。
親比喩を無視したり忘れたりしていては，戸口の人々とクレープ及び刺繍というイマージュがしっくり結
びつかない。（クレープ。刺繍）という語に行き当った読者はもう一度前へ戻って（藻。貝殼）を思い
出さねばならないQこうして親比喩のイマージュが強調されることになる。
　行列が通過した後も戸口．を去りやらぬ人々と・大きな潮の干いた後・浜辺に残される海草や貝殼一と
いう比喩は平凡である。また，浜の海草や員殼と，クレープや刺繍という比喩も平凡である。そして，ど
ちらも短い構文である。だからこれが普通の比喩の形で述べられた場合は，ほとんど効果らしい効果は生
まないで終ってしまう。そこで強調が必要となる。かくして，（浜にうちあげられた藻や貝殼）の印象が
鮮明化された於かげで，軍隊の行進と潮汐，或はまた，普段は家の中にひっこんでいて滅多に姿を見せぬ
人々と，一・方，普段は水中深く沈んでいて姿を見せることのない藻や貝殼，そしてそれらが外界の大きな
動揺によつてはからずも人前に現われ出で，その動揺の鎮まった後も消えやらぬという，両者の幾つかの
類似点に改めて思いが到るのである。
　同様に，ヴィヴォンヌの睡蓮は
　（この水の花壇，と同時に空ciS花壇の透明な傾斜の上に，まるで蝶のように，その青味がかった艶の
　ある羽を休めに来た庭の瑚蝶董だとも云えた（Swann．1．P．229））
　睡蓮は，蝶のような瑚蝶董，のようだという意味である。
　この二重比喩は転調の比喩である。（羽を休めに来た）は董に掛かるのだが，そのイマージュはむしろ蝶
に属している。なぜ（蝶）が現われるかと云えぱ，それは，睡蓮の下の水が空を映して・花が9るで中空
に浮かんでいるかのように見えるからである。従って（水の花壇であると同時に空の花壇………　）
と云う文句が生まれる。そしてこれを境に，イマージュは花から，花の下の水，水から水の中の空へと移
ってゆく。即ち，地上から天上へと心像が転調するちょうどその境界点に置かれた（蝶）なのである。
（1965．11．　50）使用図書：“A　laRe　c、herche　du　Temps　Pendu”Gallimard・
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